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'こ の 会 への期待 "

会長 一番 ヶ瀬 康子

第17期 の 日本学術会 議 会員が発表 され た。

女性会 員は=倍増した 。 1名 だけの増 加 という見

方もあるが 1それにして もふえたことは ,大 いに

意味があ る。ことに経 験 を積まれ,実績 をあげて

こられた 島 田淳子会員 の 再選とともに, この会の

推進役て あった原ひろ子 新会員の今後 の活動には1

大いに期 待 が寄せられ て いる。

11月 に は,研究連絡 委 員 のメンパーが発表され

るてあろ うが,お そら く増加するのでは ないだろ

うか。 とすればこの会 へ の入会者の増 員 も期待で

きる。是 非 ,積極的に働 きかけ,誘 って いただき

たい。 ま た,新研究連 絡 委員の方は, 主体的にお

はいりい ただき,12月 の総会・シンポ ジ ウムには

是非御出席 をお願いした い。 と同時 :こ , 研究連絡

委員を去 られた方も, ど うかこの会の会 員であっ

ていただ きたいと思う。

日本の女性科学者の環 境 改善は,決 してよりよ

い方向に ,未だ充分な進 展 を見せていな いからで

ある。大 学 院はそれほ どで もないが,四年制大学

への女性 の進学者はふ え て いる。しか しあいかわ

らず女性 教員,科学者 :ま , 短大に多 く・ 大学院教

員中女性 は5.5%:四 年 制 大学教員中女 性 は11.2

%:短大 が40.5%(199Q年 )で ある。 くわ えて,

助手に傾 斜 して女性科 学 者 が増加して い る傾向は,

ますます 顕著である。

その原 因の一つてもあ り:こ の会で も昨年問題

にしたセ クシュアル・ ハ ラスメントにつ いては,

いくつか の大学が努力 を しはじめたばか りてある。

今から取 り組 もうとい う ところもある。 それだけ

に,情報 交換,学習の場 としてのこの会 の役割も

小さく力Eい .

今年の 12月 13日 に行 わ れ る総会の後 の シンポジ

ウムでは , 非常勤講師 の 問題をとりあげ ることに

なった。 これもまた, 女 性科学者の問題 として注

目をしな ければならな い重要な課題で あ る。この

会の在 り方 が:ま さに問 われ,lul待 され ているの

である。

第 3回 JAICOWSシ ンポジ ウ ム 開催のお知 らせ

錦秋の候,皆 々様にはますます ご健勝のこととお喜 び

申し上げます。
さて:こ の度 ,下記のとおリシ ンポジウムを開 催 す る

こととなりま した。 ご多忙の処 , ま ことに恐縮 で は ござ
いますが,是非 と もおいてくだ さ い ますよう,お願 い申
し上げます。

テーマ 『 女 性 研究者 と 非 常 勤 問 題 J

主催 :女性科 学 研究者の環境 改善に関する懇談会

Capanese Assochlon for the hprOvement of
Condition of Women Scientistsp

記

日時 :1997年 12月 13日 (土 )■ 3130～ 16:00

場所 :日 本女 子 大学80年 館 5階 851番 教室

(〒 112,東 京都文京区日自台2‐8‐1)

(JR山 手線 目白駅下車バス に て 日本女子大学 前下車 ,

または徒 歩 15分 )下記地 図 参照

=== シンポジウム  ===

く司会〉浅 倉 むつ子 。原 ひろ子

挨拶 一番 ヶ瀬康子    (JAICOWS代 表 )

中塚 明(日 本毒轟轟鑽讐翼暫鷲)

池 肉  √  (日 不宇術会議 第 ■7期
「女性 科 学者の環境改 善 の推進特別委 員会」)

池 日本学術会議第 17期

報告① 斉藤 吉広 :  首都 圏非常勤組合 委 員会
の立 場 から

報告② 早′:1紀代 :  女性 研 究者の立場 か らの
お話

報告③ 直井 道 子  (第16期 日本学術会議 第 1部

社会学 研 究連絡委員会 委員 :

1996～ 7年度 科研費調査 お よび
JA【COWSに よる非 常勤講師調査 か ら

質疑応答・言寸議

問い合わせ先 :お茶の水女子大学 ジェンダー研究センター

原ひろ子  Fax 03‐ 5978‐5845
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・ 第 17期 学 術会議の 発 足 に当たっ て "

お茶の水 女子大学 島 田淳子

◆去る7月 22日 ,17期 の学術 会議が発足致 しました。

女性会員は2名 です.し か も新 しい女性会 員 は ,

JAICOWSの 役 員で研究代表 者 でもある原ひ ろ子

先生ですか ら,力強い限 りで す。女性の研 連 委員

数は嬉しい こ とに100名 を突 破 しました。

◆17期におけ るこれも嬉 しいお知らせ。そ れ は特

別委員会「 女 性科学者の環 境 改善の推進」 が設置

されたことで す。「15期 の声 明を踏まえて , 女性

科学者の活躍 を阻んでいる研 究環境面及び そ の他

の面での要因 を抽出し,そ れ らを解析して , 男女

の別なく科学 者 の能力を最 大 限に発揮でき る環境

を整えるべ く, その実行方 策 を検討する」 の が委

員会の目的で す。本委員会 の設置は,第二 常 置委

員会 (委員長 中塚明氏)の 要 望 を基に10月 22日 の

総会において 決定されたもの ですが,こ の決 定に

は 3年間に亘 る JAICOWSの 皆 様の活動力f大 き く

寄与している と思われます 。 改めて感謝申 し上げ

ます。

◆学術会議 :こ おけるこの他 の活動計画につ いては,

紙面の都合で 御 報告できな いのが残念です 。『学

術の動向』に 掲 載されます の て,ぜひご覧 下 さい。

『学術の動 向 』の表紙の執 筆 者欄には必ず 女 性の

名前が載って います。皆様 の御協力のおか げ であ

り,心から感 謝 しています 。 手違いから女 性 の執

筆者がゼロに な りそうなビ ンチが今までに 2回 あり

ました。この 時 ,石井摩耶 子 先生と,原 ひ ろ子先

生に助けて頂 きわずか一週 間 で御執筆頂き ま した。

今後はこんな 手違いのない よ うにとの反省 も込め

て,皆様に御 紹 介します。

◆ついでなが ら私は編集委 員 長 になりました。委

員長を選ぶ際 に ,一委員よ り「 学術会議の広 報誌

である学術の 動 向の編集委 員 長がたまたま女 性て

あることは学 術 会議が男女 共 同のもとに活 動 して

いることを世 に示す象徴的 な意 味を持つ」 という

意見が出され , それに他の委 員が賛同した為 です。

学術会議の一 つ の姿勢を示 す ものと思われ , 徴力

てすが引き受 け ました。今後 とも御協力の程 よろ

しくお願い致 します。

◆新会長吉′II弘之氏は9月 25日 に開催され た連 合部

会において「 日本学術会議第 17期活動計画 |こ 際 し

ての会長所感 」 を出されま した。第1部学術 を巡る

問題:第 2部課 題 より成って お り,第 1部 に お いて

女性の問題 :こ 関 して以下のよ うに述べてお られ ます。

『 代表というこ とで言えば, 日本学術会議の会

員 に女性会員が極 めて少ないとい う恐怖の状況は ,

会 員選出のメカニ ズムと,女性科 学者の数その も

のがす くないことが相乗的に効果 した結果であろ

う。従ってこの両 者 を改める努力が必要である。

例 えば多くの大学 における職員採 用 の方法や研究

環境 は,女性が増 え ることに抑制 的 である,直 ち

に変 えなければな らない。』

このような新会 長 のもとでの「 女性特委」です。

島 田は第6部提案 の「食問題」特 別 委員会に所属 せ

ぎるを得ませんで したが,原ひろ子 先生が女性特

委 の幹事になられ ま した。皆様 と共 に活動の成果

を期 待 したいと思 います。

" 日本学術 会 議 第 17期会 員 と して・

お茶の水女子 大学 原ひろ子

第 1部文化人類学 ・民族学研連 か らの推薦をうけ

て,会員となりま したが,何 とい ってもマンモス

の よ うな日本学術 会 議のこととて ,ま だ,何が ど

うな るか,わかって いない “陣笠 "状態におります。

文化人類学・民 族 学研連は, フ ィール ドワーカ

ーが大部分を占め る25の学会が研 連 に登録してお

り,研連委員は10人で ,そ のうちの 4人が女性委員

です 。今期:私 は ア ジア学術会議 の実行委員会の

委 員 と,「女性科 学 者の環境改善 の推進J特別委

員会 の委員を担当 す ることにな りま した。

「 女性科学者の 環 境改善の推進 」特別委員会 の

設立 の経緯につい て は島田淳子先 生 のコメン トを

ご覧 ください。 この特別委員会 は第 1部 から第7部

まて各2人づつの委 員 が選出され ,14人で構成 され

てお ります。尾本 恵 市委員長 (第 4部 ,国際日本

文化 セ ンター研究 部 教授,東京大 学 名誉教授 ,)
で,幹事は池田了 先 生 (第 4部 ,名 古屋大学大学

院理 学研究科教授 )と 私が担当します。他の委員

は次 の通りです。 す なわち,第 1部 は成田十次郎

(高知女子大学長 ), 第2部は有賀 貞 (独 協大学国

語学 部教授),東壽 太郎 (津 田塾 大学学芸学部教

授 ),第 3部 は鶴 田満 彦 (中央大学 商学部教授 ),

中島省吾 (国 際基 督 教大学名誉教授 ),第 5部 は

岡村 甫 (東 京大学 大 学院工学系研 究科長・工学部

長 ), 末松安晴 (高知工科大学長 ), 崎山売三

(東京大学大学院 農 学生命科学研 究科教授 ),第6
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部は富田正彦 (宇都宮大学 農学部教授 ), 第 7部

黒川清 (東海 大学医学部医学部長),鳥山貞宣

(日 本大学名 誉教授 )の諸先 生です。

この特別 委 員会の第1回 の会合は,平成 9年 10月

24日 (金 )13:∞～15:00に 開 かれました。 出席 した

9名 の委員が ,それぞれの立 場から女性研究者の状

況をお考 えになっていられ るご様子で, とて もワ

クワクして い ます。 JAICOWSと 連携しなが ら,

この特別委 員会の作業を進 めていくことにな り,

第2回 の12月 18日 (木 )に は直井道子東京学芸大

教授 (第 16期 第 1部社会学研 連委員)か らの ヒア

リングが行 われます。女性 のためだけでな く,日

本の学術研 究 全般のために ,研究のあ りか たを考

えたいと個 A的に私は思 っています。 どうか,皆

様のご協力 と ご支援を頂け ますようお願 い申し上

げます。

【女性科学 研究者の環境 改善に関する懇議会

(JAICOWS)第 4回 総会議事録】

日時 :1997年 3月 31日 (月 )15:00～ 17:00

場所 :日 本学 術会議会議室

出席者 :女性 日本学術会議 会員,元会員 , 日本

学術会議 研究連絡委員会 女性委員 合計 17名

開会の挨拶          一番 ヶ瀬会 長

一番 ヶ瀬会 長が議長とな り,議事に入 った。

(1)1996年 度 活動報告 (資料 1)

別紙資料 1に基づき,各担 当者より報告が あり:

これを了承 .

o1996年度 会計報告 (資料 2)

別紙資料 2につき,「 雑収 入 」の項の (名 古屋シ

ンポ払戻金 )と ,支出の項 の「行事費 (シ ンポジ

ウム他 )」 の関係が不明確 であるとの指摘 があり,

シンポジウムの費用の内一 部 を愛知女性研 究者の

会と折半 した こと,お よび資料作成費・運 搬費を

上回る当 日会場での資料代 収入があつたため,そ

れを折半 した分が払戻金 となったことの説 明があ

った。シ ンポ ジウムの総経 費・ JAICOWSの支出

等を明確 に した資料を添付 して会員に送 るように

との意見付 きで,会計報告 は承認された (資料3

参照 ).

o1996年度 会計監査報告

藤井監事 よ り,会計は適 切に処理されて いた旨

報告が あ り,承認され た。

“

)以下の1997年 度活動計画案 が 承認された。

① 名古屋シ ンポ ジウムの記録 の出版

② ニュース レター第3号 の発 刊

③科学研究費 に よる調査の中間報告会の開催

④『学術の動 向 』への定期的 寄稿

⑤ シンポジウムの開催

テーマ :女性研究者の非常勤講師問題

日 民「 :1997年 12月 13日 (土 )13:30～
場 所 :日 本女子大学

⑥調査活動 と しては,セ クシ ャル・ハラスメ ン

トを取り上 げ る。

⑦任期制問題 の勉強会を行 う。

6)1997年度予算 案 (資料4)が 承 認 された。

6)日 本学術会議 第 16期 の終了 に 伴い,こ れまで

の委員は出来 る限 りそのまま会 に残ること・ 第

17期 の新研究連 絡委員へは入 会 の働きかけを行 う

こと,が承認 された。

(7)次 回総会の時期及び役員改選 について

12月 13日 (土 )の シンポジウム 当日の午前中に

次期総会を行 う こと,お よび その時役員改選 を

行 うことが承 認 された。 以 上

(資料1)【 1996年 度活動報告 】
石井摩耶子

。1996年4月 ～ 10月 の活動につ いては『ニュース

レター代2号 』に掲載済みな ので省略した。

1996.12.14 愛 知 女性研究者 の会 と共催でシ ンポ

ジウム「女 性 研究者とキャ ンパ ス・セクシュア

ル・ハラス メ ント」をウイル あいち (愛知女

性総合センター )で 開催 .

開会挨拶 :一番 ヶ瀬康子, 発題 :島田淳子 ,

小野和子, 吉 田あけみ,武 田万里子 ,

まとめと閉会 挨拶 :安川悦 子
=

司会 :原 ひ ろ子 ,吉 田啓子

1996.12.14 JAICOWS編『女性 研究者の可能性

をさぐる』 ドメス出版よ り発 刊

1997.1.14 鉾阻1回役員会 (シ ンポジウムを受 け

ての要望書作 成 の件,日 本学 術会議第16期終了

に伴う研連委 員交代への対応 の件,来年度活動

計画案の検討 )

1997.2.7「 要望書‐研究・ 教 育機関におけ る

セクシュアル ・ハラスメン トの解決及び防止 につ

いて‐」を文 部省他各関係省庁 に提出 (資料 5)

1997.3.31 第 12回 役員会

1997.3.31 第 4回 (定例)総会

‐3
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(資料2)1996年度女性科学研究者の環境改善
に関する懇談会会計報告

予 算 決 算

〔収入〕

(資料4)1997年度女性科学研究者の環境

改善 に関する懇餃会予算 (案 )

〔収入〕

繰越金

会費

雑収入

340,643
640,000

(8,000X80)

340,643
4880000

(80000× 61)

16.868・

2.000

13913

繰越金

会費

利子

384,955
4801000

(8,000× 60)

500

865,455
(名 古屋 シ ンポ返戻金 )

(寄付金 )

(利 子 )      500
〔支出〕

通信連 絡 費     150,000
印刷費       100,000
(ニ ュー ス レター等 )

行事費       200=000
(シ ンポ ジ ウム他 )

通信費

機関誌 。発 送 費

行事費
ポ ジ ゥム他 )

調査準備 費

会議費 (合 交通費 )

事務局 費

予備費

981]143 849=424

100,000

100,000

200,000

1000000

80,000

200,000
85,455

〔支出〕

9811143 849,424

・ 資料3参照

(資料3) 名古屋シンポ ジ ウム決算書

〔支出〕

会場費 (含電池 `フ ィル ム等 )  260738
(愛知女性研究者 の会負担 )

865,455

(資料5)

関係各省庁  殿

1997年2月 7日

女性科学研究者 の環境改善に関 す る懇談会

(Йκ O崎 会長  一 番 ヶ瀬 康子

他  有志一同

要 望 書

‐研究・教育機関 におけるセク シュアル・ハ ラス

メ ン トの解決お よび防止について ‐

私 たちは,1996年 12月 14日 に ,名古屋市におぃ

て,「愛知女性 研 究者の会」と共催で,「 女性研

究者 とキャンパ ス・セクシュア ル・ハラスメ ン ト」

をめ ぐるシンポ ジ ウムを開催 しま した。その際 に

は =す でに裁判 の場て争われて いる事件や,新聞

等 て取 り上げ られ た事例とあわせ て,女性研 究者

たちが独自に実 施 した調査によ って明らかに され

た さまざまな実 例 が報告され,会場からも,活発

な発言や訴えが相 次ぎました。

ここ数年間に限 ってみても, キ ャンパスにおけ

るセクシュアル・ハラスメン ト問題をめぐる報告

書 や シンポジウム は,相当な数 にのぼってお りま

す。私たちが, 1995年 12月 15日 に東京で開催 した

調査準 備 費

人件費

会議費 (含交通費 )

雑費

予備費

繰越充 当 金

100,000
150,000
50.000
30.000
201,143

82,131

88,480

32,160中

58,360

50,000

3,338

150,000

384,955

講師謝 礼

アルバ イ ト謝礼
(JAICOWS分担 1/2 320160)

資料作成 費 ・運搬費

(当 日会場で資料 代 徴収後折半 )

50,000
14,320

11,914

合計

(最終経 費

102,972
57,322)

〔収入〕

会場での資料代 (91人 分 )

雑収入

45,500
150

合計 451650

〔資料作成費・運搬費精算〕
45,650_11,914 =33,736

(JAICOWSヘ ツヽ ]臭 釜2 1/2 16,868)

JAICOWSの 純支出

32,160円 ‐16,868F]=15:292円
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シ ンポジウム (「女性科学研 究者の環境改善 をめ

ざして」 )に お いても,上 司や教授からセクシュ

アル・ハラス メ ントを受けた という切実な訴 えが

女性たちか らな されました。 これらの事実 にかん

がみると:研究 ・教育機関にお けるセクシュアル

・ハラスメン トは,も はや, 決 して希有な事 例て

はな く,そ れ が与 えている教 育 上,研究上の影響

:ま きわめて深 刻 であることが推 測できます。

セクシュアル ・ハラスメ ン トは,性による差別

であり,人格 的尊厳を脅かす行為です。なかんづ

く,女性研究者 や大学院生が , 指導教授,上司
=

同僚から受け るセクシュアル ・ハラスメン トは ,

著 しく研究・ 教 育 。勉学環境 を悪化させ,意欲 を

阻害 し,彼女 らがせっかく培 い蓄積してきた能力

をないがしろに しかれない行為 です。私たちは ,

女性研究者の環 境改善を実現 す る立場から, この

問題を深刻に受 け とめ,緊急 に対策を講じる必要

があると考え,以下のように要望いたします。

1 文部省お よ び関係各省庁 は ,そ れぞれの教育・

研究機関が, セ クシュアル・ ハ ラスメントに関す

る実態調査を実 施するように指 導し,その調 査方

法 や内容につ いて!具体的な援 助を行うこと .

2 文部省お よ び関係各省庁 は ,「 研究・教 育 に係

わ るセクシュアル・ハラスメ ン トの防止に関 す る

ガイ ドライ ン」 を策定し,教育 ・研究機関 に周知

徹底 し,各機 関 がそれにそって防止対策を講 じる

ように指導す る こと・

3 文部省お よ び関係各省庁 は ,女性研究者 か らセ

クシュアル・ ハ ラスメントの訴 えがあった場 合 ,

事実について調 査 し,必要な解 決をはかるた めの

専門機関 (「 オ ンプズ・パー ソ ン制度」)を 設置

す ること.

4 文部省お よ び関係各省庁 は ,各研究・教 育機関

が ,セ クシュアル・ハラスメ ン トの被害者 の ため

の相談窓口を設 け,い ったん相 談・訴えが あ った

場合には:被害 者の意向を十分 に尊重しつつ。事

実 を調査し=問題解決を図 るた めの委員会 を設置

す るように, 指 導すること。 また,各研究・ 教育

機関が,教職 員 ,大学院生 , 学 生にむけてセ クシ

ュアル・ハラス メントを防止 す るための研修 を実

施するように , 指導すること。

連絡先 : 原  ひろ子

お茶の水女子 大学 ジェンダー研究センター
〒112東京都 文京区大塚2‐ 1‐ l Fax:03‐5978‐ 5845

【1996年度活動 中 間 報告】

1997.4.2持 ち回 り役員会(原・ 浅倉役員より,

12月 のシンポジウムの準備のため に科学研究費

:こ よる調査とは別 に非常勤講師の実態調査が必

要 であり,1997年 度 の活動方針 の調査活動の中

にそれを加える ことの提案があ り,承認。 )

1997.4.42月 に提 出 した要望書 について,文部

省 生涯学習局婦人教育課より問 い合わせがあ り,

原 ・鳥居・石井 の3人が出向き説 明 して要望 した。

1997.6.27第 13回役 員会 (1997年 予 算について ‐

非 常勤講師の実態調査の経費20万 円の内10万 円

は行事費から回す。 12月 の会の シ ンポジス トは

直井道子・斉藤 吉広・早川紀代 の3氏 に依頼,名
古屋 シンポの記録 出版は中止,ニ ュースレター

第 3号の内容等 )

1997.9。 16第 14回役 員会 (12月 の シ ンポジウム

準備 ,次期総会の準備等 )

1997.11.15ニ ュー ス レター第3号発刊

(文責 :庶務担当幹事 )

【第 5回 総会のお 知 らせ】

日時 :1997年 12月 13日 (上 )11:30-13:15

場 所 :日 本女子大 学泉山館2F第 3会議室
(1ペ ージ地 図参照 )

報 告事項 :(1)1997年度活動中間報 告

c)1997年 度会計中間 報告

c)そ の他

協 議事項 :(1)役員交代の件

(2)1998年度活動計画 の検討

(3)1998年度予算案の検討

(4)そ の他

女 性 科学研究者 の環 境改善に関 す る懇談会
Japanese Association for the Lnprovement of

Condition of Women Scientists

【連絡先】 原 ひろ子

〒112東京都文京区大塚2-1‐1     1お奪a儀亀許蛮ξ払どia(侮群奮畠基夕
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